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香美町教育の重点 

－ふるさと香美を愛し、夢や志を抱き、共に未来を切り拓く人づくり－ 
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Ⅱ 基本方針及び具体的取組 

 

 

＜基本方針１＞ 「確かな学力」の育成 

 

（１）確かな学力の育成 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 基本的な学習習慣の

確立 

・ 「早寝・早起き・朝ごはん」など基本的生活習慣の

確立を図り、学校生活を安定したものにする。 

・ 学校の読書活動と「3 つの町民運動」の読書運動と

連携し、能動的な読書習慣の定着を図る。 

・ キャリア教育※12の視点から各中学校区での系統的 

に「家庭学習のすすめ」等を活用し、学習に目的意識 

を持たせるとともに、テレビゲームの時間や SNS・

動画視聴の時間のルール化等、家庭と連携して家庭学

習の習慣化を図る。 

２ 「ほめる」「認め

る」指導を基本とし

た教科等学習の時間

の充実 

・ 繰り返し指導により、各教科等の基礎的・基本的な

知識・技能の習得や定着を図る。 

・ 個に応じたきめ細やかな指導で一人一人の成長を的

確に把握し、「ほめる」「認める」指導で自尊感情を

高める。 

・ 校内研修などで「教科の授業研究」を積極的に推進

し、指導力の向上を図る。 

・ 複式学級における効果的な指導の在り方について、

町教育研修所等で研鑽を積み、指導技術の向上を図る

とともに、子どもたちの学びに向かう力を育成する。 

３ 主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善 

・ 香美町小学校国語科・算数科学力向上委員会等によ

る研修を行い、主体的・対話的で深い学びにつながる

授業実践をめざす。 

・ 町教育研修所の研修や学校問題サポートチーム（学

校支援専門員）を活用した授業研究を積極的に行い、

実践的指導力の向上を図る。 

４ 一貫化教育※13の取組

を通じたキャリア教

育の推進や指導方法

の工夫改善等の充実 

・ 各小学校においては、入学した児童が、幼児期の教

育・保育における遊びや生活を通して身に付けた非認

知能力を基礎として、主体的に自己を発揮しながら学

びに向かうことができるようにするため、「スタート

カリキュラム」※14の作成・活用に努める。 

 

児童生徒にとって、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得し、これらを活用して課

題を解決に導く思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学びに向かう力を身

に付けることが大切です。 

 

教育の方向性１ 子どもたちの「未来を切り拓く力」の育成
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 ・ 香美町独自の事業として、小学校１年～４年におい

ても１教科使用する。 

外部講師を招いた研究授業の様子 

ALT とハロウィンの準備の様子 

ICT 機器を使用した授業の様子 
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（４）体験的な「ふるさと教育」の推進 

 

２ 多様性の受容と思い

やりの心の育成 

・ 「道徳科」を中心として、日々の教育活動の中で他

者との違いを認め合い、多様性を受容できる心を育成

する。 

・ ふれあい育児体験や福祉体験、高齢者との交流な 

ど、地域の福祉施設や関係機関等との連携を図り、命

を大切にする心と思いやりの心を育成する。 

３ 相談体制の充実 ・ スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ー※18、教育相談センターなどの協力や支援を得て、

子どもたちや家庭を支える相談体制の充実に努める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 歴史資料等を活用し

た教育の充実 

・ 社会科副読本「わたしたちのまち香美町」(小学校) 

や小学校区ごとに作成した「地域ふるさとガイド」 

(町教委)、「ふるさと兵庫 魅力発見！」(中学校、県

教委)を授業で活用し、郷土に対する愛着を深める。 

２ 地域のよさや価値を

見いだす体験的な

「ふるさと教育」の 

推進 

・ 「ふるさとものしり博士」や「ふるさと教育応援 

団」等の人材を積極的に活用し、地域への理解を深め

る取り組みを推進する。 

・ 各校では、実効性ある「ふるさと教育全体計画・年

間指導計画」の構築へ向けた評価・検証に努める。 

・ 地域の人的・物的資源を活用した環境体験学習、自

然学校、地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」、魚料

理実習、「ふるさと兵庫 魅力発見！」(県教委)の活

用等、多様な体験活動を取り入れたふるさと教育を推

進し、充実を図る。 

・ 香美町ふるさと教育の共通教材として、小学校では

「但馬牛」で「ふるさとゆかりの偉人マンガ：前田周

助物語」を、中学校では「山陰海岸ジオパーク」を取

り扱う。 

３ 香美町こどもの絵

100 人展の開催 

・ 町内の子どもたちがふるさとの絵を描くことで、ふ

るさとのよさを発見し、豊かな感性を育む。 

・ 絵画に親しむまちづくりを通して文化芸術の振興を

図る。 
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＜基本方針４＞ 特別支援教育の推進 

 

（１）つながりのある多様な学びの充実（縦の連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 一人一人の多様な 

教育的ニーズに応 

じた教育の充実 

・ 「兵庫県特別支援教育第四次推進計画」に基づき、

一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育的支

援を行う。 

・ 特別支援教育コーディネーターが中心となり、校園

内委員会において、医療・福祉等地域資源の活用や合

理的配慮の提供等について本人・保護者と合意形成を

図った上で決定する。 

・ すべての教職員が特別支援教育の目的や意義を理解

し、障害に関する知識や合理的配慮等について、正し

い理解と認識を深め、障害のある幼児児童生徒への組

織的な対応に努める。 

・ 通級指導教室の利用、個別の教育支援計画や個別の

指導計画の作成と活用を図る。 

・ 「中学校・高等学校連携シート」等を活用し、一貫

した切れ目ない支援を行う。 

・ 県立出石特別支援学校みかた校との副籍を活かした

居住地校交流※19 を通して、相互理解を深める。 

２ ユニバーサルな授業

づくり等への授業改

善の推進 

・ ユニバーサルデザインに配慮した授業づくり※20 や

多様性を尊重した学級づくり等を行う。 

・ 学習の見通しやルールを明示するなど、分かりやす

く落ち着いて学習できる環境づくりを行う。 

・ ICT の利活用によって視覚・聴覚支援等を取り入

れ、誰もがわかりやすい授業に努める。 

３ 学びの継続による全

ての教職員の専門性

の向上をめざす研修

の充実 

・ すべての教職員が、発達障害等に関する基礎的な知

識や支援の技能を習得し、指導力の向上を図る。 

・ 特別支援学級や通級による指導における専門性の向

上をめざし、インクルーシブ教育システム※21 の構築

に向けたさまざまな課題に対応できるよう、研修会等

への参加を通じて指導力の向上に努める。 

 

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システム構築に向けて、発達障害を含めた

障害のある幼児児童生徒が合理的配慮の提供を受け、一人一人の教育的ニーズの把握によ

り適切な指導や必要な支援を得られる体制を構築し、縦(連続性のある多様な学びの場に

おける教育)と横(連携による相談・支援体制)の連携により特別支援教育の充実を図ること

が重要です。 
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＜基本方針５＞ 幼児期の教育の充実 

 

（１）幼児期での「学びの芽生え」の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）非認知能力の育成 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学びのつながりを 

意識した教育活動 

の充実 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をふま

え、カリキュラムの不断の見直しと共通理解を図ると

ともに、個々の特性や能力の伸長を促し、次年齢につ

なぐ教育・保育に取り組む。さらに就学前施設の再編

を機に町内すべての就学前施設において、質の高い教

育・保育の提供を確保するための香美町版「スタンダ

ードカリキュラム」※22を策定する。 

・ 幼児期の教育・保育と児童期の教育の円滑な接続を

図るための「アプローチカリキュラム」※23の作成・

活用に努める。また、「すくすくひょうごっ子」等を

活用し幼稚園・認定こども園と小学校で架け橋期にお

ける教育活動を創意工夫し、「生きる力」を育成す

る。 

２ 「ほめる」「認め

る」指導の推進 

・ 「ほめる」「認める」指導を徹底し、その成長を保

護者と共有することで、自尊感情を育み、自信をもっ

て自ら行動できる子どもを育てる。 

・ ほめることにより、さまざまな事象に興味関心をも

たせ、自ら学び向かう力を育成する。 

３ 基本的生活習慣の 

定着 

・ 「３つの町民運動」と連携し、「あいさつ」「へん

じ」「あとかたづけ」の習慣が身に付くようにする。 

・ 園生活を通して、規範意識やマナーを学ばせ、望ま

しい社会生活を送るための基本が身に付くようにする。  

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 人と関わる力の育成 ・ さまざまな友だちや身近な人との温かなふれあいの

中で、相手の思いやきまりの大切さ、してよいこと・

悪いことなどに気付く力を育成する。そして、共通の

目的を見出し、試行錯誤を繰り返しながら実現させて

いく喜びと達成感を味わうことで人と関わる力を育成

する。 

・ 遊びや生活の中で葛藤やつまずきを体験し、それら

を乗り越えることによって思いやりの気持ちややり抜

く力を育成する。 

 

幼児期における教育は、子どもたちの生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもので

あり、子どもたちに豊かな心情や物事に自ら取り組もうとする意欲、基本的生活習慣等を

身に付けさせ、自立心や協同性、道徳・規範意識を芽生えさせることが重要です。  
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＜基本方針８＞ 家庭の教育力の向上 

 

（１）親としての学びの支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校と地域との連携 

 

 

 

 

 

（３）子育て支援の充実 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 親学習(親業)※25の 

推進 

・ ＰＴＡ活動や保護者会などの機会や場を通じて、子

育て中の親同士や子育て経験者との交流を進めるとと

もに、情報の提供に努める。 

２ 生徒指導等における

連携推進 

・ いじめなどの問題行動、ＳＮＳ等の問題に迅速に対

処していくため、保護者と学校が一層の連携を図り、

スマートフォン等の利用に関する家庭でのルールづく

りや使用マナーの徹底に努める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学校を核とした 

確かな絆づくり 

・ 子どもたちの学びや成長を支える多様な取組など、

学校園と地域が連携・協働して行う活動を通じて家庭

と地域の交流につなげる。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 子育て・子育ち支援

センター事業の充実 

・ 子育て・子育ち支援センターにおいて、子育て相談

のしやすい環境づくりを行うとともに、親子の参加行

事を工夫しながら子育て中の親同士の交流促進に取り

組む。 

２ 放課後児童クラブ及

び幼稚園預かり保育

事業の充実 

・ 放課後児童クラブや幼稚園預かり保育事業を実施

し、教育時間終了後、土曜日、長期休業日などに就労

等の理由により保護者が在宅していない家庭を支援す

るとともに、安全な遊び場や生活の場を提供し、子ど

もの健全な育成を図る。 

３ 延長保育事業の充実 ・ 保育所及び認定こども園において、保護者の就労等

の理由により保育時間の延長が必要な子どもの延長保

育を実施し、保護者が働きやすい環境の充実に取り組

む。 

 

家庭教育はすべての教育の出発点であるという認識に立ち、親学習の充実に努め、家族

のふれあいを通して、基本的な生活能力、倫理観、社会的マナー等を身に付けさせること

が大切です。 

 

教育の方向性３ 学校・家庭・地域が一体となったふるさとの教育力の向上 
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＜基本方針９＞ 地域の教育力の向上 

 

（１）地域学校協働活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 学校支援活動の充実 ・ 地域の人々が学校支援ボランティアとして学校を支

える「ふるさと教育応援団」の取り組みの中で、地元

の農業体験等をしながら、地域が抱えている課題も伝

えていく。 

・ 登下校時の見守りや、本の読み聞かせ、学校周辺の

環境整備、ふるさと学習の講師など、住民が学校を支

援する活動を通じて、学校・家庭・地域が一体となっ 

た体制づくりに努め、コミュニティ・スクールと協 

議、活動の棲み分けを行いながら、地域と一体となっ

てふるさと教育に取り組む。 

２ 放課後子ども教室の

充実 

・ 地域の方の協力を得ながら、子どもたちの見守りや

指導をしていただく教育活動推進員の確保を図り、公

民館や学校の空き教室等を利用して、子どもたちが放

課後を安心・安全に過ごし、仲間とともに、さまざま

な体験や交流ができる「放課後子ども教室」を開催す

る。 

・ 香住区内の小学校再編後も「放課後子ども教室」 

は、旧小学校区単位で開催するとともに、地域の子ど

もの数が減る中で、新たな地区でも教室が開催できる

よう模索する。 

３ 土曜チャレンジ学習

事業の充実 

・ 地域の多様な経験や技能を持つ人材や事業所、町内 

高等学校等の協力により、２つの中央公民館 (香住 

区、村岡区・小代区)において、ふるさとの自然や産  

業を学びながら、何事にも挑戦する意欲を育み、大人

になってからも、ふるさとを愛し、ふるさとを心に抱

き続けることができる活動の展開を図る。 

・ 参加者のニーズに対応した内容の更新を図りつつ、

子どもたちが今後生きていくうえで必要な知識、経験

を身に付けていくような事業を展開する。 

 

香美町の子どもたちが大人になってからも、ふるさとを愛し、ふるさとを心に抱き続け

るためには、今を生きる子どもたちに地域の大人たちが、さまざまな体験活動や伝統行事

を体験させ、ふるさとの思い出づくりを支援することが大切です。 

また、地域全体で子どもたちの遊びや体験を通しての成長を支えるとともに、「学校を

核とした地域づくり」をめざすため、学校と地域が目標を共有し、連携・協働する活動を

一層進めていくことが重要です。 
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＜基本方針１０＞ 生涯学習の充実 

 

（１）地域の絆をつくる公民館活動の充実 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

1 公民館事業の充実 ・ 公民館は、地域の担い手づくりと自己実現をめざし

た学びと実践の拠点として、さまざまな年代層に応じ

た学習ニーズや地域課題に対応したリカレント教育※26

や地域の特色を生かした学習活動の機会を提供する。 

・ 公民館活動の企画運営を通じて、参加者の自主性・

主体性を育み、併せて、自主活動等に係る講師等を講

座内、サークル内で育成できる体制づくりを構築し、

新規講座も開設していく。 

・ 公民館講座の作品展の回数を増やし、講座生の創作

意欲、充実感の向上、講座参加者の増加を図る。 

・ 地域内における各種団体や事業間をつなぐパイプ役

となり、連携を深めることにより地域コミュニティづ

くりの促進を図る。 

・ 地区公民館施設の老朽化等に伴い、空き校舎等施設

利用を踏まえ、今後の地区公民館の移設、建替え等を

進める。 

・ 公民館等で、子どもたちが学習できるスペースの提

供を検討する。 

２ 高齢者の社会参加の

推進 

・ 公民館活動での学びや交流を通じて、豊かな経験や

知識、技能を高めることにより、高齢者の生きがいづ

くりと仲間づくりを支援するとともに、子ども講座の

講師を担うなど、時代を引き継ぐ役割等についても考

慮し実施できるようにする。 

・ 人口比率における高齢者の割合が高まる中で、高齢

者対象及び参画事業の充実を図るとともに、その前段

階の年齢層へのアプローチとのつながりを担う仕組み

づくりを構築する。 

３ 地域の青少年活動 

への支援 

・ 青少年がふるさとに愛着を感じ、地域社会へ参画し

たり、地域貢献したりする意欲を高めるため、青少年

育成団体の主体的な体験活動やボランティア活動等の

取組を支援する。 

 

高度化・多様化する生涯学習へのニーズに的確に対応していくため、地域の人材を活用

した生涯学習指導者の養成や公民館等の社会教育施設の機能の充実が求められています。 

また、あらゆる差別、いじめ等による人権侵害のない、町民相互の人権が尊重される町

をめざして、関係団体等との連携により、生活に密着した人権学習を進めていきます。  

 

教育の方向性４ ふるさとに学ぶ生涯学習社会づくりの推進 
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（２）読書活動の推進 

４ 「青い鳥学級」の 

活動の充実 

・ 視覚障害者の皆さんが、幅広い教養や知識を取得す

るとともに、交流を通した仲間づくり、共に生きる喜

びを創造する生涯学習の場として、「青い鳥学級」を

開設する。 

・ ボランティア登録者の協力を得ながら、近隣市町の

青い鳥学級との交流や、音楽に親しむプログラムを導

入するなど様々な体験活動を取り入れ、学級生の学習

意欲を高める魅力あるプログラムを展開し、内容の充

実を図りながら、関係団体から学級対象者の情報提供

を得て、学級生の掘り起こしを行う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

1 「町じゅう図書館」

活動の推進 

・ 香住区中央公民館、村岡区中央公民館、各地区公民

館図書室間のネットワークにより、貸出等を進めると 

ともに、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏※27の 

公共図書館や電子図書館の相互利用事業など町外ネッ

トワークを活用し、町民への図書貸出サービスの質の

向上を図る。 

・ 読書機会を増やすため、移動図書館車が町全体の学

校園、地区公民館や地域を巡回する。土日の定期巡回

に加えて、試験運行中の香住区巡回移動図書館車の運

行内容や平日運行、停車場所や効率の良いルートを検

討し、より本を手に取れる機会を確保する。 

・ 小・中学校と連携し、おすすめ図書を貸し出す「本

わか文庫」の推奨を図るとともに、図書館司書が、学

校園でブックトークや図書室活用の授業を実施し、学

年に合わせた読書の楽しさを子どもたちに伝える。 

・ 読書活動の充実を図るため、図書館司書を中心に、

読書活動推進員会を開催し、本に親しみ、家庭での読

書習慣確立に繋がるような活動を促進する。 

・ 読書推進を通じて、情報や知識をインプットするだ 

けではなく、ビブリオバトル※28やポップ作成など表 

現する機会をつくり、アウトプットする力や表現力を

高められるよう推進する。 

・ 各公民館図書室の蔵書検索や貸出状況をインターネ

ットやスマートフォンで気軽に確認ができるシステム

やインターネット上でのホームページ情報の内容を充

実させ、住民が利用しやすく、調べるたびに楽しみを

感じられる環境を整える。 

２ 乳幼児が本に触れる

機会づくり 

・ 乳幼児期から本に出会い、楽しむため、乳幼児健 

診、保育所、認定こども園などに出向き、年齢に応じ
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＜基本方針１１＞ スポーツの振興 

 

（１）スポーツ教室の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）継続できる生涯スポーツの推進  

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 幼児体操教室の開催 ・ 運動への興味を促すことを目的とし、就学前の子ど

もとその保護者を対象とした親子体操教室、5 歳児を

対象とした元気体操教室を開催する。参加者にニーズ

調査等を行い、教室のメニューの更新を図る。 

２ 巡回体操指導の開催 ・ 生活の中で体を動かすことの楽しさ、習慣を身に付

けることを目的とし、各園に職員が指導補助として出

向き、幼児運動プログラムに即した体操教室を実施す

る。 

３ 楽しいスポーツ教室

の開催 

・ 運動技術の向上とスポーツにおけるマナー、年代を

超えた交流など、青少年の健全育成を目的とし、小・

中学生を対象に、町スポーツ協会各種目協会等と連携

し 12 のスポーツ教室を開催し、新メニューなど機会

の充実を図る。 

・ 若者のスポーツ離れが進みつつある傾向のなか、新 

しい時代のスポーツ「アーバンスポーツ」※30の普及 

を図るため、ボルダリング教室等を開催し、普及啓発

を図る。 

４ 健康体操教室の開催 ・ 日頃の運動不足の解消、介護予防などを目的とする 

スポーツと健康を融合した事業の展開を図るととも 

に、スマートフォン等を活用し、利用者自身が身体、 

運動状況の把握、健康状態の管理が行えるようなウォ

ーキングアプリの開発、検討を行う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ ラジオ体操の推進 ・ 負荷が少ない全身運動であり、健康の保持を図るた 

め、有資格者等による出前講座の開設、スポーツ大 

会、イベント等の準備運動としてラジオ体操を実施する。  

・ 住民による体操のメリットを伝える等、普及活動に

努める。 

 

スポーツは、町民の体力向上、健康増進、人と人との交流による地域づくりにおいて重

要な役割を果たします。このため、多くの町民が幅広くスポーツに接する機会を提供し、

生涯にわたってスポーツに携われる環境形成を図る必要があり、年代に応じたスポーツ教

室、大会等を開催するとともに、社会体育施設の充実や利便性の向上を図ります。また、

手軽に継続できるスポーツの普及啓発や、運動能力・技術の向上への取組、ふるさとの環

境を生かしたスポーツの推奨や、スポーツツーリズム※29を推進するほか、多くの取組に

おいて目標を設定し挑戦する人材育成を図ります。 
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（３）香美町ならではのスポーツの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）スポーツレベルの向上 

 

 

 

 

 

 

（５）スポーツツーリズムの推進 

２ ウォーキングの推進 ・ 体脂肪の燃焼や体質改善、生活習慣病予防を図るた

め、イベントや教室の実施、出前講座を開設する。 

・ ウォーキングをする人の目的（健康や観光）に合わ

せたウォーキングイベント開催に向け講義、助言を行

う。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 卓球の推奨 ・ 室内競技であり、少人数でも参加できることなどか

ら推奨しており、技術レベルの向上を図るため、オリ

ンピアン講習会時の指導内容を練習に取り入れ、日々

の練習の成果を発揮する場として卓球大会を開催す

る。 

・ 練習環境の向上を図るため、ニーズ調査を行う。 

２ 駅伝の推進 ・ 仲間と同じ目標に向かう中で生まれる達成感を体得

するとともに、練習の成果を発揮する場として駅伝記

録会等を開催する他、レベルの向上をはかるため、教

室等を開催する。 

３ スキーの推奨 ・ 競技者のレベルの向上を図るため、オリンピアンに

よる講習会、クラブチームや部活動など練習の成果を

発揮する場として大会等を開催する。また、指導者の

資質の向上を図るため、助成制度を活用した指導者へ

の講習会参加、資格取得を促す。 

４ 雪合戦、スノーシュ

ーの推奨 

・ 雪合戦競技としてチームワークを学ぶ取組や、スノ

ーシュー体験を通じて生涯にわたり記憶に残るふるさ

とへの取組を進める。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 指導体制の充実 ・ 指導者の資格取得等にかかる助成制度の周知に努

め、事業実施により指導者の資質の向上を図る。 

・ 日本体育大学との連携協定により、講習、講演会を

開催する。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ ウォーキング、ハイ

キング、マラソン、

の推進と、WMG（ワ

ールドマスターズゲ

ームズ）※31に向けオ

リエンテーリングの

体験講習会実施 

・ リピーターの確保、参加者の増加を図るため、スポ

ーツと観光を融合したアンケート調査等を実施し、大

会等のめざすべき姿の合意形成を図る。 

・ ツーリズム向けウォーキング大会の開催を検討す

る。 

・ 各大会、イベント毎に、最終的な大会等のありたい

姿「目標」の合意形成を図る。 
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（６）社会体育施設の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ WMG の開催を身近に感じてもらうため、小中高生

にオリエンテーリングの体験会、講習を行う。 

２ 山・川・海を活用し

た大型イベントの継

続 

・ 自然を生かしたスポーツツーリズムとして実施した

山岳縦走登山を継続して実施するため、事務局を委託

し、運営を支援する。 

・ 令和 8 年度全国高等学校総合体育大会（登山競技）

開催に向け、支援を行う。 

３ WMG の外国人選手の

誘客 

・ WMG の外国人選手の誘客のため、受入宿泊施設の

情報提供や観光プランの作成、ホームページの更新と

検索エンジンにおける上位掲載を図る。 

№ 取組名（実践項目） 主 な 内 容 

１ 施設整備の充実 ・ 利用者が安全に施設を利用できるよう、計画的な補

修、改修、備品の整備を進める。 

・ 利用状況に合わせた施設整備の見直しや、小・中学

校の施設の利用促進を図る。 

・ 利用の少ない施設については、利用率の向上を図る

ための計画策定や、試験的な施設の活用を行う。 

・ 管理者が、点検項目を定め定期的に施設の点検を行 

い、施設の長寿命化に繋げる。 

・ 利用者の利便性の向上を図るため、オンラインによ

る施設予約のシステム構築やリモートロック等の導入

を検討する。 

卓球講習会の様子 

スノーシューハイキング 











https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%83%E3%83%81
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